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やわらかな日差しが、暖かな春の
訪れを感じさせるようになりました。
今日、この穏やかな日に、令和六

年度、京都市立西院中学校、第七十
八回卒業証書授与式を挙行できま
すこと、この上ない慶びです。

本日の式にご臨席賜り、ご光彩を添えてい
ただきました多数のご来賓のみなさま、高いと
ころからではございますが、厚く御礼申し上げ
ます。卒業生の義務教育としての最後の授業

を温かく見守っていただきますようよろしくお願いいたします。
さて、一三一名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございま

す。お祝いの気持ちとともに、昨年度も
言いましたが、今日のこの日は当たり前
にあるのではないということをしっかり
と感じて、この特別な時間を大切に過ご
してほしいと思います。

本日ご列席いただきました保護者の皆様、お子様のご卒業、本
当におめでとうございます。義務教育を終え、立派
に成長されたお子様の姿
を前にして、今、改めて感
無量の思いでおられるこ
とと存じます。

「親思う心にまさる 親心」という言葉があります。
吉田松陰の辞世の句です
が、子どもが親を思う心よ
りも、親が子どもを思う慈
愛の心の方が深いという
ことわざです。保護者の方々は、君たちの笑顔を毎日、唯々喜び、
君たちがつまずき苦しんでいるときは心を痛め、自分の力で何と

かしっかり乗り越えて欲しいと祈り、ひたすらに君
たちの成長を願って、今日、
この日を心待ちにしてこられ
ました。今日は、保護者のみ
なさんのそんな気持ちに思
いをはせ、改めて、感謝の気

校是 志確かに“今より生きる！”
～すべての子どもたちに培いたい力～

１．自らの、社会の未来を切り拓く創造力

２．たくましく、よりよく生き抜くための学力

３．“人”を“いのち”を大切におもう心

令和６年度が終わります。先週、３年生が卒業していきました。そ
して今日、修了式を迎えた１・２年生のみなさん、今年度の自分を
振り返り、新年度にむけての準備と目標、計画をしっっかりと立て
る春休みにして下さい。以下に今年の卒業式の式辞を載せておき
ますが、３年生を送るみなさんの姿は、本当にすばらしかった。あり
がとう。精一杯送ることができたみなさんは、きっと精一杯送っても
らうことができるはずです。後輩たちが送りたくなる先輩なのだか
ら。そして、そんなみなさんは、４月、
上手に新入生を迎え入れてあげてく
ださい。“みんなが自分らしく”それを
みんなの力で叶えていって下さい。

持ちを自分の心に深く刻んでほしいと
思います。
さて、学校での３年生としての皆さ

んは、とても輝いていました。
「自分の思う戦争と平和」をテーマに
した修学旅行。平和祈念セレモニーでは、自分たちでつくった平和
を願う詩を「誓いの言葉」として全員で朗読しました。また、誰が誰

かわからないくらい泥だらけになったガタリン
ピックもいい思い出ですが、本当にみなさんら
しい修学旅行だったと思います。
また、初めて長岡京記念文化会館を借り切って
の合唱コンクール。ここで歌うのかという緊張
感の中、ホールに負けない３年生らしい合唱を
聴かせてくれました。来年度、後輩たちはみな

さんの合唱を目標に頑張ることになります。
秋には、“西院縁日”と題して、校区の園児

に楽しんでもらおうと「西院ホスピタリティ」の
取組を実施しました。園児の心には、きっと西

院中のお兄さん、お姉さんとの時間
が、幼心に、素敵な記憶として残っ
たと思います。
西院小学校の児童に向けておこ

なった「探究発表会」。春から中学生
になる６年生たちに、“中学生はやっ
ぱりすごいなぁ”と感じさせる堂々と
立派な姿を見せてくれました。

このように、自分たちらしく、精一
杯、学校生活を過ごしきり、西院中
学校を卒業していく皆さんに、今日
は、二つ話しをしたいと思います。

昨年の一二月九日、プロ野球選手
として活躍し、現在も解説やスポーツ
コメンテーターとして活躍されている
古田敦也さんが、本校を訪れて下さ

いました。「自分の生い立ち」、「野
球との出会い」、「プロ野球への
道」、こういった話を通して、たくさん
のメッセージをもらうことができまし

た。それは本当にすべてが貴重な話
であり、皆さんの人生に多くの示唆
を与えて下さったと思っています。

ただ、私が古田さんに来てい
ただきたかった理由は、もう一つありました。それは、普段、別

の世界の特別な人と思っていた人
が、みんなと同じ体育館におられた
という事実です。確かに、古田さんは
プロ野球の世界でも球史に残る活

躍をされ、引退後もスポーツの世界でマルチに活
動されているすごい人物です。ですが、古田さん
は決して特別な人ではないのです。みなさんと同
じフロアに立つ、同じ人間だということです。では、
何が古田さんを特別な人に見せているのか。



それは、「人生、何が起こるかわからない」と
いいながら、自分の道をしっかりと定め、チャ
ンスを見逃さず、そこに向かってこれ以上で
きない努力をして、自らの可能性を最大限に
発揮されてきた結果がそのように感じさせて

いるのだと思います。古田さんは「人生
若いうちは、できないと思うことやちょっ
と無理だと感じることは、実はだいたい
できる」「やるかどうか」「挑戦できるか

どうか」とおっしゃってましたね。
みなさんも古田さんのように志を
しっかりと持って、自分の持ってい
る可能性を最大限に発揮、爆発
させて、それぞれの活躍の場で力を発揮して
いってください。
もう一つは、私が大切にしてきた、そしてこ

れからも大切にしていきたいと思っている言
葉を、皆さんに贈っておきたいと思います。

「置かれた場所で咲きなさい」。私が社会に出
ようとしていたとき、大学の先生から言われた
言葉です。今まさに進もうとしていた一本の道
をまっすぐに見つめていたとき、その様子を見

て、私にいってくださった言葉です。人生は、
そう思っていても、道は分岐し、細い枝分か
れした道に進まなければならない時もあり
ます。そのとき、その場所でやらなければな

らないことに、魅力と浪漫を感じ、そこでやり
たいと思えることを見つけることができる、そ
んな心を持てるようになって下さい。そして、
そこで精一杯、素敵に力を発揮できる人にな

って下さい。それが、実は目指している
ものに近づく一番の近道かもしれませ
んよ、と。
「置かれた場所で咲きなさい」。 この
ことが、しっかりとできているかなと、今も自分に問いかけながら、
私は今、ここでみなさんに話をしています。
保護者のみなさん、子どもたちは、今日この中学校を卒業し、

初めて西院のまちから飛び出していきます。今日まで、一人一人、
本当にこの３年間で大きく成長してくれたと思っています。体格も
立派になり、やることは大人顔負け、いろいろなことをよく知って
いるから、言うことも一人前になりました。ただ、まだまだ十五歳。
私たち大人のような逞しさはこれから身につけていかなければな
らない力です。義務教育を終えた子どもたちはこれから常に「や
るのはあなた自身です」ということを突きつけられて生きていくこ
とになります。これからも、これまで以上に子ども
をそっと支え、影ながら応援し、いつ戻ってきても
いい場所をつくっておいて上げてほしいと思いま

す。よろしくお願いいたします。
ご来賓のみなさん、子どもたち
は、きっと来賓の皆様の顔を見て
これだけたくさんの方々に見守られて卒業式を行
なうことができることの幸せさを感じていると思

います。そして、今日の日まで、本
当にたくさんの人たちに支え、助

第７９期生徒会スローガン

Fly High
～Saiin Pride 2025～

離任式
令和７年３月２８日（金）１０時３０分
離任・退職する教職員については、３月２４日

（月）１４時頃より、西院中学校ホームページと学

校の掲示板でお知らせいたします。

けられて、西院のまちで大きくなって
きたことをしみじみと感じていると思
います。「人に愛されてきた子は、人
を愛することができます。」これから
も、この子たちを、そして西院の子ど
もたちを愛し続けていただきますよ

う、よろしくお願いいたします。
最後になりました。みなさん、これが何かわかりますか？ みなさ
んが上着の襟につけている校章を
あしらったバッヂです。皆さんを祝
福するために参列してくれている
在校生の襟には、このバッヂはあ
りません。何十年と西院中学校の先輩たちが西院中生の証として
使ってきたこのバッヂは、皆さんの代で最後です。西院中の伝統
を受け継いできた皆さんが、バッヂという一つの形にピリオドを打
つ。そして、バッヂに込められた、その精神だけはしっかりと新しい
形にして後輩たちにバトンタッチしていく。歴史を繋ぐ役割を立派
に果たした者として、皆さんにはそのバッヂを大切にすると共に、
西院中に誇りをもって生きていってほしいと思います。
「人生、だいたいのことはできる」「やるかどうか」「挑戦するか

どうか」でしたね。皆さんが、しっかりと西院のまち
を飛び出し、自信を持って、自分らしく、そして自分
のスピードでいいので、人と共に、生き生きと生き
ていってくれることを願って、式辞とします。

離任式 10：30開式（体育館にて）

修了式

～春期休業開始～

第78回卒業証書授与式

日 曜 ３月から4月初旬の予定

3月

14 金

15 土

17 月

16 日

18 火

23 日

22 土

19 水

21 金

20 木

24 月
離任・退職される教職員についての広報
（ホームページ及び学校の掲示板）１４：００～

26 水

25 火

30 日

27 木

29 土

28 金

6 日

9 水 入学式

8 火 着任式・始業式

7 月

2 水

5 土

3 木

4 金

4月

１ 火

31 月


